
医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。 
 

使用上の注意改訂のお知らせ 
 

2009 年 7 月 
鎮咳去痰剤 

日本薬局方 キョウニン水 

キョウニン水「JG」 
 

このたび、上記の弊社製品につきまして、「使用上の注意」の一部を改訂致しましたので、お知らせ申

し上げます。 
今後のご使用に際しましては、新しい「使用上の注意」をご参照くださいますようお願い申し上げます。 
 
1. 改訂内容（抜粋）                        (追加箇所 ：   ) 

改 訂 後 改 訂 前 
 

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 
ジスルフィラム、シアナミド、カルモフール、プロカル

バジン塩酸塩を投与中の患者（「相互作用」の項参照）

 
【使用上の注意】 

１．相互作用 

(1) 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
ジスルフィラム 

ノックビン 
シアナミド 

シアナマイド 
カルモフール 

ミフロール 
プロカルバジン

塩酸塩 

これらの薬剤と

のアルコール反

応（顔面潮紅、

血圧降下、悪心、

頻脈、めまい、

呼吸困難、視力

低下等）を起こ

す お そ れ が あ

る。 

本剤はエタノー

ルを含有してい

るため。 

 
(2) 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
N-メチルテトラ

ゾールチオメチ

ル基を有するセ

フェム系抗生物

質 
セフメノキシ

ム塩酸塩 
セフォペラゾ

ンナトリウム 
セフブペラゾ

ンナトリウム 
セフミノクス

ナトリウム水

和物 
セフメタゾー

ルナトリウム 
ラタモキセフ

ナトリウム 
メトロニダゾー

ル 

これらの薬剤と

のアルコール反

応（顔面潮紅、

悪心、頻脈、多

汗、頭痛等）を

起こすおそれが

ある。 

本剤はエタノー

ルを含有してい

るため。 

 

以下、略 

 

【禁忌】 ＜記載なし＞ 
 

 
 

【使用上の注意】 

相互作用 ＜記載なし＞ 

 

以下、略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2009 年 7 月改訂） 
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医薬品添付文書改訂情報は機構のインターネット情報提供ホームページ（http://www.info.pmda.go.jp/）に最新添

付文書並びに医薬品安全対策情報（ＤＳＵ）が掲載されています。あわせてご利用下さい。 

2. 改訂理由 
自主改訂により「禁忌」、｢併用禁忌｣、「併用注意」の項を追加致しました。 

 
3. ＤＳＵ掲載 

医薬品添付文書改訂情報は、2009 年７月下旬発行予定の「医薬品安全対策情報（ＤＳＵ）No.181」に掲
載されます。以下に改訂後の使用上の注意全文を記載していますので、併せてご参照下さい。 

 
 

 

 

日本薬局方 キョウニン水 使用上の注意全文 

 
【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 
ジスルフィラム、シアナミド、カルモフール、プロカル

バジン塩酸塩を投与中の患者（「相互作用」の項参照） 

 
【使用上の注意】 

1.相互作用 

(1) 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
ジスルフィラム 

ノックビン 
シアナミド 

シアナマイド 
カルモフール 

ミフロール 
プロカルバジン

塩酸塩 

これらの薬剤と

のアルコール反

応（顔面潮紅、

血圧降下、悪心、

頻脈、めまい、

呼吸困難、視力

低下等）を起こ

す お そ れ が あ

る。 

本剤はエタノー

ルを含有してい

るため。 

 
(2) 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
N-メチルテトラ

ゾールチオメチ

ル基を有するセ

フェム系抗生物

質 
セフメノキシ

ム塩酸塩 
セフォペラゾ

ンナトリウム 
セフブペラゾ

ンナトリウム 
セフミノクス

ナトリウム水

和物 
セフメタゾー

ルナトリウム 
ラタモキセフ

ナトリウム 
メトロニダゾー

ル 

これらの薬剤と

のアルコール反

応（顔面潮紅、

悪心、頻脈、多

汗、頭痛等）を

起こすおそれが

ある。 

本剤はエタノー

ルを含有してい

るため。 

2.副作用 

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる

調査を実施していない。 

その他の副作用 

大量投与（頻度不明）：悪心・嘔吐、下痢、めまい、

頭痛、瞳孔散大、心悸亢進、過呼吸、チアノーゼ、意

識損失、窒息性痙攣等の症状があらわれることがある。 

 

3.高齢者への投与 

一般に高齢者では生理機能が低下しているので減量す

るなど注意すること。 

 

4.小児等への投与 
小児等への投与を避けること。[小児等では副作用が発

現しやすい] 

 
（2009 年 7 月改訂） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

お問合せ先：日本ジェネリック株式会社 
安全管理部 TEL：03-6810-0502 

 
 


